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平成 19 年 3 月 1 日 
各 位 

会社名 株式会社エーアンドエーマテリアル 
代表者 取締役社長 山下 茂幸 
コード番号 ５３９１ （東京） 
問合せ先 総務部長 前反良夫 
ＴＥＬ  045-503-5760 

 
石綿にかかわる健康障害および健康診断に関する状況について 

 
石綿による健康障害の状況につきましては、弊社では過去 5 回にわたり開示いたしてお

りますが、前回開示（平成 18 年 9 月 30 日）以降の追跡調査結果を 以下の通りお知らせい

たします。 
また、今回より新たに石綿健康診断の状況についてもお知らせいたします。 

 
１．石綿による健康障害の状況（平成 19 年 2 月 28 日現在） 
 
（１）元従業員で亡くなられた方                    （単位：名） 

石綿との関係が特定できるもの 
中皮腫 石綿に起因する肺がん等 

   

従業員 施工員 従業員 施工員 
 

計 

(参考)石綿との

関係が特定でき

ない肺がん等 

前 回 開 示 １８ ９ ４ １ ３２ ５８ 

その後の増減  １ ０ ０ ０  １   ５ 
現 況 １９ ９ ４ １ ３３ ６３ 

 
（２）元従業員で治療中の方                  （単位：名） 

石綿との関係が特定できるもの 
中皮腫 石綿に起因する肺がん等 

   

従業員 施工員 従業員 施工員 
 

計 

石綿との関係が

特定できない肺

がん、じん肺等

前 回 開 示 １ ２ ０ ０ ３ ２４ 
その後の増減 １ ０ ０ ０ １   ２ 

現 況 ２ ２ ０ ０ ４ ２６ 
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２．石綿にかかわる健康診断の状況（平成 19 年 2 月 28 日現在） 
 
（１）従業員及びご家族の健康診断状況       （単位：名） 

 受診者数 受診結果 

従業員 ５１ 胸膜ﾌﾟﾗｰｸ  ５ 
ご家族 ３９  胸膜ﾌﾟﾗｰｸ  ０ 

計 ９０ 胸膜ﾌﾟﾗｰｸ   ５ 

   （注）上記受診者は、従業員に対する定期的な健康診断に加え、特に呼びかけを行った

ことに応じて受診された方々であります。 
 
（２）退職者及びご家族の健康診断状況         （単位：名） 

 受診者数 受診結果 

退職者本人 ８２５ 胸膜ﾌﾟﾗｰｸ   ２２６ 
 ご家族 ３１３ 胸膜ﾌﾟﾗｰｸ     ６ 

計 １，１３８ 胸膜ﾌﾟﾗｰｸ   ２３２ 

   上記退職者本人の胸膜プラーク所見者の方には健康管理手帳の交付申請をお奨め 
しており、現在までに 185 名の方々が手帳の交付を受けておられます。 

 
（３）工場周辺にお住まいの方々の状況 

① 石綿健康診断の実施について 
弊社では、平成 17 年 7 月より継続的に、工場周辺にお住まいで健康に不安をお持

ちの方に対して、ご希望に応じ、弊社の費用負担により健康診断を実施いたしてお

ります。 
 

 ② 健康診断結果について 
１）旧横浜工場の周辺にお住まいの 28 名の方に 胸膜プラークの所見がございます。 
２）その他の工場につきましては 胸膜プラークの所見のある方はおられません。 

（単位：名） 
 

 
 
 
 
 
 

      （注）上記受診者は、旧横浜工場につきましては、自治会を通じての回覧板、新

聞広告、個別相談の結果受診された方々であり、その他の工場は、説明会お

よび自治会との相談の結果受診された方々であります。 

事業場 受診者数 受診結果 

旧横浜工場 ５６ 異常なし ２８ 
胸膜ﾌﾟﾗｰｸ  ２８ 

その他の工場 ９６ 異常なし ９６ 

計 １５２ 異常なし １２４ 
胸膜ﾌﾟﾗｰｸ ２８ 
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           ［参考］旧横浜工場：旧朝日石綿工業㈱横浜工場  1975 年(昭和 50 年) 閉鎖 
                         横浜市鶴見区鶴見中央 2 丁目（旧鶴見町） 
 
（４）旧朝日石綿工業㈱横浜工場周辺での取り組みと現況について 
  ① 平成 17 年 7 月より開始した各工場周辺にお住まいの方に対する健康診断の結果、

旧横浜工場周辺にお住まいの方から胸膜プラークの所見が発見されたため、さらに多

くの方に受診していただくよう、再々にわたり健康診断の呼びかけを行ってまいりま

した。 
   １）平成 18 年 4 月：新聞 4 紙への公告実施 
  ２）平成 18 年 5 月：地元自治会の協力を得て、回覧板による案内の実施 
  ３）平成 18 年 11 月：地元自治会の協力を得て、回覧板による案内の実施 

    このような取り組みの結果、56 名の方が受診され、現在 28 名の方に胸膜プラーク

の所見のあることが判明いたしました。 
    上記の胸膜ﾌﾟﾗｰｸの所見のある方々につきましては、今後継続的に弊社の費用負担

により健康診断を受診していただくことを予定しております。 
 
  ② また、旧横浜工場の周辺で中皮種によりお亡くなりになられた方が 2 名ある旨の報

道がされております。 
    このため、弊社と致しましても情報の収集を行い、今後旧横浜工場との関係が確認

された場合には、ご関係の方々に対し誠意をもって対応する所存でございます。 
 
  ③ なお上記問題と関連して報じられております 行政ご当局の健康リスク調査につき

ましては、弊社といたしましても全面的にご協力し、実態の把握に努めてまいります。 
 

以 上 


